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世界と日本、本州と島、島と島、自然と人間、自然とアート、アートと文明、貴方と私、対象と被対象を表現しています。
東京の島々を結ぶアート航路開発委員会は、現代美術を通じて東京の島々を世界に発信していきます。

It represents the relationship between the world and Japan, Honshu (main land in Japan) 
and an island, an island and an island, nature and a human being, nature and art, art and 
civilization, you and me, an object and a cover object. Planning and Development Committee for 
Contemporary Artways Linking Tokyo Islands introduces islands of Tokyo to the world through 
contemporary art.

アートアイランズ TOKYO 2016   国際現代美術展
東 京 の 島 々 を 結 ぶ ア ー ト 航 路 を 探 そ う

第
６
回

かざすべき花探しの航
た び

路へ

霧の中に写ろう島影は目的地なのか

	 かざすべき花を探す旅に出よう

	 かざすべき場所も探すのだ

霧の中に写ろう島影は目的地なのか

	 かざすべき花はもうすぐ見つかる

潮風に乗って、微かな花の香りがやって来る

霧の中に写ろう島影は目的地なのか

大島会場／ OSHIMA :	 SEP. 3rd, SAT. – 18th, SUN.

新島会場／ NIIJIMA :	 SEP. 1st, THUR. – 16th, FRI.

参加作家／ ARTISTS

石坂 孝雄／ Takao ISHIZAKA

尾形 勝義／ Katsuyoshi OGATA

門井 幸子／ Sachiko KADOI

貴俵 秀行／ Hideyuki KIDAWARA

小林 ナオコ／ Naoko KOBAYASHI

小宮 伸二／ Shinji KOMIYA

佐藤 淳／ Jun SATO

柴辻 健吾／ Kengo SHIBATSUJI

曽根 光子／ Mitsuko SONE

高草木 裕子／ Hiroko TAKAKUSAKI

髙田 芳樹／ Yoshiki TAKATA

竪川 可奈／ Kana TATEKAWA

辻村 ありさ／ Arisa TSUJIMURA

戸島 大輔／ Daisuke TOSHIMA

中谷 欣也／ Kinya NAKATANI

中村 岳／ Takeshi NAKAMURA

古川 守一／ Morikazu FURUKAWA

本郷 芳哉／ Yoshiya HONGOU

本多 真理子／ Mariko HONDA

南 優／ Yu MINAMI

宮内 理／ Aya MIYAUCHI

李 容旭／ Yong-uk LEE　[ 韓国／ KOREA]

ブラン デニス／
Denis BRUN　[ フランス／ FRANCE]

ティン チャオン - ウェン／
Chaong-Wen, TING　[ 台湾／ TAIWAN]

オシェァ ケリー／ Kelly O’SHEA　
[ ニュージーランド／ NEW ZEALAND]

マーティン エイミー／ Aimee MARTIN　
[ ニュージーランド／ NEW ZEALAND]

ヨナス ウベ／ Uwe JONAS　
[ ドイツ／ GERMANY]

細川 麻実子／ Mamiko HOSOKAWA

カナ＆キッド・アイラックス／
k.a.n.a & Kid Ailacks

瑪瑙 ルンナ／ Lun*na MENOH　
[ アメリカ／ USA]

村上 曜／ Yoh MURAKAMI

Upon the sea route to reap the flower 
	       to hoist high

Thou knowst not if the vague shadow afar be thy end.

	 Now is the time to set out to reap the flower 
	 to hoist high;

	 and the site to raise it thereby.

Thou knowst not if the vague shadow afar be thy end.

	 Thou willst find the flower ere long; 

as salty breeze conveys to 
thee a hint of the odour 
along.

Still, thou knowst not if 
the vague shadow afar be 
thy end.

The 6th International Contemporary Art Exhibition, Art Islands TOKYO 2016

大島 + 新島
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この度は、第 6回国際現代美術展アートアイランズTOKYO 2016 の大盛況、心よりお
喜び申し上げます。これも東京の島々を結ぶアート航路開発委員会の髙田委員長をはじめ、
関係者の皆様方のご尽力があってこそだと存じます。

さて、大島は古くから観光地として栄えてきましたが、大正時代から昭和のはじめ頃に
かけては、交通の不便な時代にもかかわらず多くの人が訪れました。小さな船に揺られな
がら 8時間以上かけてでもこの小さな島に魅力を感じて訪れる人々が、文人墨客を始めと
してたくさんいたのです。大島の魅力は、隔絶された土臭い島に都会にはないエキゾチッ
クな魅力を感じていたからだと言われています。

三原山の雄大な景色、可憐な椿の花が満開の常春の島、船を降りればお土産屋、休憩所
のお茶屋や旅館でも清楚な島娘が出迎えてくれる。そんなところが時代の中で大島の魅力
として輝いていたのでしょう。およそ文化とは無縁と思われるような小さな島に、著名な
画家や小説家がたくさん訪れて島を題材にした多くの作品を残してくれました。それらは
文化的財産として宝ものといえるものです。

情報のスピードが世界を瞬時に駆け巡る現在も、離島という状況に変わりはありません。
「文化に触れる」、「文化的な事柄や事象を目にして感動すること」、都会にいればすぐにで
もかなうことが、島を出るという行為がなければ叶わない。しかし、私たちの大島にも先
人が現代まで連綿と培ってきた「島の文化」があります。それを守り続け、将来に繋げて
いくことは私たち現代に生きる者の努めであり使命でもあると思います。

最後になりましたが、アートアイランズTOKYO国際現代美術展が今後もますます盛況
となり、世界に向けて発展されることを祈念申し上げます。

I am delighted to express my heartiest congratulations upon the great 
success in Art Islands TOKYO 2016, the 6th Contemporary Art Exhibition. 
I must herein explicitly remark that this was achieved by many people’s 
considerable efforts and contributions, especially of Mr. Takata, the 
Chairperson of the Planning and Development Committee for Contemporary 
Artways Linking Tokyo Islands. 

As you may know, Oshima has been a popular resort destination since a 
long time ago. Especially from the Taisho era to the beginning of Showa era, 
we had had quite a few tourists despite the transport was not convenient at 
that time; there were many people including many writers who were attracted 
to this island in spite of a more than eight hour voyage on a rocking small 
boat. They likely found in this remote and wild island something exotic that 
they would have never come across in an urban environment.

I imagine that they were welcome in this ever-spring island by the majestic 
landscape of Mt. Mihara, sweet camellias being at full bloom and neat 
Oshimanese maidens warmly welcoming them both at souvenir shops and 
local inns. Something like this must have been a charm of this isle in the old 
times and many famous writers and painters hence came over here to produce 
works depicting this island, which must otherwise appear to be a least related 
place to such cultural stuff. Their works are now treasures of ours in the 
cultural sense.

Nowadays information can travel around the world within an instance, but 
the state as a remote island never changes. Islanders cannot touch cultural 
things without going out of this island, while people in a city can do this at 
any time. We have instead our own island culture. I believe it is our duty to 
preserve our culture to pass on down to the future. 

I wish that Art Islands Tokyo be more prosperous in the future and be 
internationally burgeoning.

　　　「大島と文化」／ Oshima and its Culture

東京都大島町長 三辻 利弘

Toshihiro MITSUJI
Mayor of Oshima Town 
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平成 28 年 9 月 3 日

第６回国際現代美術展の開催おめでとうございます。

この美術展が旧波浮小学校をメイン会場として始まって、早や 6回目となりました。当
初、第 1回国際現代美術展の挨拶でも申し上げましたが、何回続くだろうかと心配してお
りました。ここまで続いて来られたことに、この美術展を準備し、出品して下さった方々に、
心より感謝申し上げます。

同時に、波浮港の地域に根ざしたこの美術展は、ここに生活している島の皆さんの理解
と協力がなければ、成功しないことは当然であります。改めて、NPO波浮の港を愛する会
の会員の皆さん、波浮港婦人会の皆さんの縁の下のご協力にこころから感謝いたします。

この国際現代美術展と関連して、美術展出品者の方々と島の人々との交流の方法も更に
工夫されることも期待しております。

この美術展は、大島全体の皆様にも知られ、理解され、見学して頂く方も増えているよ
うです。又、島外からも多くの方々が参加されるようになりました。今後、大島を代表す
る美術展として、ますます発展されることを祈念いたします。

又、大島を超えて、新島は勿論、伊豆七島・小笠原諸島地域全体にも展開され、その豊
かな自然と貴重な歴史を踏まえ、新たな芸術・文化の創造の場として見直されることを願っ
てやみません。

NPO波浮の港を愛する会副理事長の金子勇さんが開設されている「博古館・大島園芸店」
には、波浮港にまつわる歴史的にも貴重な多くの写真等を展示しております。美術展来場
者の多くの方々が見学されることを願っています。

最後に、本美術展に出展された作家に皆さんの益々のご発展を祈念いたします。

3rd Sep. 2016

Allow me to deliver my congratulations on the 6th Contemporary Art 
Exhibition. 

It is already the sixth time that this art exhibition has taken place at 
the former Habu elementary school as its main venue. As I said at the 
first exhibition, I was wondering how many more times this could be held. 
I sincerely thank all the people who have managed to continue this event 
till now, who were involved in the preparation and who displayed their art 
works. Since this art exhibition is rooted to this area of Habu harbor, it goes 
without saying that the exhibition cannot stand without the cooperation and 
understanding of local people. I would like to offer my deepest thanks to all 
members of NPO Habu-no-minato-wo-aisuru-kai (Non-Profit Association 
of Fans of Habu Harbor) and also to ladies from Habu-minato-fujinkai (the 
Habu Harbor Women’s Association) for their invaluable support. 

I expect that a better way would be contrived for those artists who come 
here to display their works to communicate more with local people. This 
exhibition has become known to all islanders and increasing many people are 
visiting. The number of people from outside the island is also increasing. I 
wish this event would be more flourishing as the representative art exhibition 
in Oshima. 

I also wish that this exhibition expands, needless to mention Niijima, up 
to the Seven Islands of Izu and Ogasawasa Islands to revisit these places 
for creating new arts and culture, considering their richness in nature and 
history.

Isamu Kaneko, who is the vice chairperson of NPO Habu-no-minato-wo-
aisuru-kai, is showing many historically valuable antique pictures of this 
harbor at his Hakukokan-Oshima Engeiten (Oshima Garden Store). I hope 
that people who come to the art exhibition should also go to his place. 

To conclude my greeting, I wish those artists who participated in this 
exhibition be further successful. 

　　　第６回国際現代美術展アートアイランズＴＯＫＹＯ 2016 への挨拶
　　　Acknowledgement for Art Islands TOKYO 2016, 
　　　the 6th Contemporary Art Exhibition

NPO 波浮の港を愛する会 

理事長 秋廣 道郎

Michiro AKIHIRO
Chairperson of the Board, 

NPO Habu-no-minato-wo-aisuru-kai
(Non-Profit Association of 

Fans of Habu Harbour)
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会場紹介／ Introduction of Venues

　伊豆諸島最大の島「大島」は、時折大噴火に見舞われる火山の島である。縄文時代より人が住	
み、古くは流刑の島として知られていた。近代になり、100 回ほどの定期航路で本土と結ばれる
頃には、波浮港は漁港として大いに隆盛していた。その時代に多くの文人や画家が訪れ、大島を
テーマにした歌や絵画が多く存在する。島は、厳しい自然環境とその時々の時代を表す風情を残
しながら時の流れに乗りその姿を変容させている。そんな時代を映し出す建物が大島にはある。
明治時代の網元の屋敷（旧甚の丸邸）や島の伝統的な民家（新町亭）、昭和の元町大火の大島復
興計画の時期に生まれた、船を模したユニークな旧波浮小学校などもその一つである。
　島の新旧の建物で私たちは、現代美術の展示を試みて 6年目になる。初めて渡って来る海外作
家たちは、島で何をみいだすのだろうか？何度か下見に足を運んだ作家たちは、これらの建物と、
どのようなコラボレーションをするのであろうか。

大島会場
Oshima Venue

メイン会場、135 年の歴史をもつ小学校。建物全体が船を模して設計されており、此所で学んだ生徒
たちの希望がつまっている。2009 年に閉校となる。

旧波浮小学校

もと網元の屋敷。
黒漆喰のナマコ塀。
大きなソテツが迎
える庭。波浮港の
往時を伝える数少
ない建物の一つ。

旧甚の丸邸

安永元年（1772 年）船持ちの
旦那である那知家が建造。大島
では数少ない江戸時代の既存建
物。船底天井・曲り梁の大島の
伝統的建築様式で、平成 25 年
台風 26 号土砂災害からも免れ、
現在保存・活用を目指している。

新町亭

「おびんずるさま」とも呼ばれ、薬師如来像
のほかに賓頭盧像が安置されている。
元町の石畳の参道「吉谷神社」の飛び地と
されてる。

薬師堂の森・参道
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役場に隣接し、教育委員会や図書室、
研修室等がある。村民文化祭や集会
等様々な用途で使われる。ワーク
ショップや「世界の子どもたちの絵
画展」の会場。

新島住民センター
コーガ石のレリーフを設えた重厚な作
り。現代美術展のセレモニーとして作
家プレゼンテーション等を行った。

新島村商工会館

　会場を徒歩や自転車で移動するのが楽しい。本村地区は、街並そのものが現代アートのよう。
初め、どこにでもある街のように感じるのだが、コーガ石造りの建物や大人の背丈ほどの塀に囲まれ
た小径は、柔らかなカーブを曲がりきるまで先に何が待っているか分らない。同じ小径の左右に、今
と昔が顔を見せる。名も無き職人の手になる、祠

ほこら

や庭先のトイレに意匠が施されている。それを発見
するのはあなた自身。現代美術作品を見る時と同じように、少し作り手に心寄せたとき、この街があ
なたに語りかけてくる。やがてあなたは、日本で此所だけの街にいることに気がつく。

新島会場
Niijima Venue

半球のドームハウス。「農民美術」の
みならず、大島の近代の文化資料の
収集と研究成果を見ることができる。

大島農民美術資料館
「世界の子どもたちの絵画展」会場。
10枚の作品が、各国の生活を垣間見
せてくれる。

七島信用組合 大島波浮港出張所
元町港から徒歩1分。快適な船待ち
スポット。

無料休憩所 もてな島

村役場前、屋号「キンデー」宅地。コーガ石で作られた蔵
と豚小屋が L字型に並ぶ。別棟に、カマドと五右衛門風
呂を備えた釜ヤカタがある。そこに立つと、その時代の家

族の姿が浮かん
で来るようだ。

釜ヤカタ＋豚舎、蔵

椿サミット公園・椿公園などと
呼ばれている。
三角形の建物に二つの多目的な
部屋がある。

椿サミット公園

波浮港を見下ろす高台の住宅地。
柏木さん宅地
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2016	ギャラリー檜 e・F個展“われて 木の貌”、ノーウォー横浜展
2015	中之条ビエンナーレ 2015、ギャラリー檜F個展“とたんにトタン”、Art in 氷川（大宮公園）
2013	中之条ビエンナーレ 2013、波動展（福島二本松）
2012	流木パフォーマンス（長崎上五島町）
2008	あるってアート 2008（川越市）
2004 〜 2016 国際野外の表現展（比企）
1994	現代日本木刻フェスティバル（関市）
1987 〜 2014 個展（櫟画廊、アートフォーラム谷中、ギャラリー檜B・C、他）
1995 〜 2016 グループ展（CAT展、現代美術日韓展、AJAC野外展、他）

土地によって、角材にするためにおとす端材の呼称や形状はちがう。
背板、セッタ、ケンタ。丸久製材でもらった大島の杉端材の呼称は特にないが、皮付きでゴツイ。

これらで私が造ったのは「帰還」の風景。
明日の航路へ向かうための、つかの間の休息。

[ 杉の端材（丸久製材さんより）]

帰 還

場所：椿サミット公園

343-0006 埼玉県越谷市北川崎 744-5	 takatambo@salsa.ocn.ne.jp	

石坂 孝雄／ Takao ISHIZAKA
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海辺に打ち上げられたテングサを天日で乾燥させると、私に
とって魅力的な美しい構造を持つ素材へと変身した。野外でこ
の素材性を保つためにパック詰となった。

作品の隙間から見える大島の空、少し前に展示した福島の空と
違って見えたのは
なぜだろう。
もはや私たちが逃
げこむ場所（シェ
ルター）はどこに
も存在しない。た
とえ恐怖の中に封
印されようと全て
の命の輝きに変わ
りはない。

[ テングサ、TPP 樹脂、フードパック、針金 ]

Shelter V

場所：屋上

100-0101 東京都大島町元町字仲中 49-48	 whitehead4948@yahoo.co.jp	

尾形 勝義／ Katsuyoshi OGATA

1954 年生まれ、主な個展：1982 年 真木画廊（神田）、1995 年 ギャラリーKIGOMA（京橋）、1996 年　
アマゾンクラブ（大島）、1998 年 ギャラリーKUBOTA（京橋）、1999 年 J2 ギャラリー（銀座）、2016
年 SPC ギャラリー（日本橋）、主なグループ展：2009 年 国立国展（小平）、2011 年・2012 年 波浮港現
代美術展（大島町）、2014/2016 年 ART MEETING（福島いわき市田人）、2015 年 滝沢アートフィー
ルド（岩手滝沢市）、 被爆 70 年を考える現代美術展（長崎）、2015/2016 年 アートアイランズTOKYO
国際現代美術展（大島町）、2016 年 かがわ山なみ芸術祭（香川）、現在進行形野外展（聖蹟桜ヶ丘）
　1982 年前後はアルミホイルを使ったインスタレーションを展開し、1995 年からは平面・レリーフ作
品の制作が４年間続いた。1999 年に平面作品をインスタレーションとして展示、2011 年以降は生命や
宇宙をテーマに色々な素材でインスタレーションを展開するようになって現在に至る。 
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場所：5年教室

砂時計を流れる砂のように、私たちの人生の日々がある。

Like sands through the hour glass, these are the days of our lives.

[ ポリ塩化ビニール、綿布、食塩、石膏、宝石－スターリング銀、混合媒体、大島で収録した音／
  P.V.C, Cotton, Salt, Plaster, Jewellery – Sterling silver, Mixed media, Sound (Recordings collected from Oshima island)]

現代の予言者／ The Neoteric Seers

238 High St., Dunedin Central, 9016, New Zealand	 jelliecrystals@gmail.com	

オシェア ケリー、マーティン エイミー／ Kelly O’SHEA, Aimee MARTIN
　　　　　　　　　　[ ニュージーランド／ NEW ZEALAND]
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[ インクジェットプリント／ Inkjet print]

1999 年から 2015 年までレン
ズが見つめた大島のこと

椿の苗木・昨年夏、大島から
持ち帰った実から芽生えた小
さな生命

場所：廊下壁面

大島のこと／ Things in Oshima

1986 多摩美術大学卒業
［個 展］	 2014, 2011, 2008 〜 2004（毎年）ギャラリー蒼穹舎（東京）、他
	 2007 UP FIELD GALLERY（東京）
［グループ展］	2015 TAIWAN PHOTO 2015 第五屆台灣攝影藝術博覽會（台北）
	 2014 〜 16 第 4 ～ 6 回アートアイランズTOKYO 国際現代美術展（東京）
	 2013, 2014「Monochrome Landscape」（東京、帯広）
	 2011 二人展 Photo Lab Gallery（Oregon, USA）
	 2010 「 深川フォトセッション」参加
	 2008 「Layered Landscape」マキイ・マサル ファインアーツ（東京）

125-0062 東京都葛飾区青戸 6-38-9-202	 kadoi@pc4.so-net.ne.jp	 www015.upp.so-net.ne.jp/s_kadoi/

門井 幸子／ Sachiko KADOI
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[LED 、プラスチック製容器／ LED, Plastic bottle]

翳すと言う意味の一つに、ひかりを遮るという意味がある。今回の展覧会のテーマである翳すべき花。「翳すべき花とは」
なんだろうか、いまいちど作品について考える。 光を遮るとそこに影の存在を感じる、その陰とはなんだろうか？
射す光とその影、作品のありようについてより深く自分自身の考えを巡らしてみる。

ー翳すべきものー透明な陰ー

168-0081 東京都杉並区宮前 3-31-17-524	 kidawarahideyuki@hotmail.com	

場所：印刷室

1968 年 東京生まれ
桑沢デザイン研究所卒

1997 年より、紙、アクリル樹脂、光（光学スクリーン装置）を用いた立体作品を製作する。
近年は光（LED、または発光素材等）だけを使用したインスタレーション作品を製作。現在に至る。
1998 年～ 2016 年 個展の開催、及びグループ展への参加をする。
2013 年 波浮港国際現代美術展 大島、新島への参加をはじめる。
2014 年～ 2016 年 第 4 回、第 5回、第 6回アートアイランズTOKYO国際現代美術展、参加。

貴俵 秀行／ Hideyuki KIDAWARA

One meaning of shadowing has the 
meaning of shielding the light. The 
theme of this exhibition is a flower 
to shade. What is the flower to hold 
over, I think about the work now. 
When shielding light, I feel the 
existence of a shadow there, what 
is its shadow? I will devise my own 
idea deeply about the shining light, 
its shadow, and the work.
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183-0006 東京都府中市緑町 2-10-9	 k70ko@ybb.ne.jp	 www.geocities.jp/ndsgallery

塩の結晶が見る夢は、もう一度波浮の港を漂う夢。
 
5 月、波浮の港から海水を汲んで、自宅に送り、ひたすら煮詰めて塩を作
りました。
8月、その塩を波浮に持ってきて作品を作りました。
波浮の港を漂っていた海の水の記憶と私の波浮の記憶のカケラが結晶に
なっていきます。

The crystals of sea salt dream of drifting in the ocean of Habu harbor 
once again.
 
In May, I drew the seawater from the ocean of Habu harbor, sent it to 
my home and boiled it down to make sea salt.
In August, I brought back the salt to Habu and made my artwork with 
the salt. 
Pieces of memory of seawater from the ocean of Habu harbor and my 
memory of Habu are becoming crystals.

場所：3年教室

[ 波浮港の塩、ポリエチレン、LED など／ Salt from Habu harbor, Polyethylene, LED etc.]

循 環／ Circulation 

小林 ナオコ／ Naoko KOBAYASHI

【個 展】	 2010	 Emergence －出現－（四谷ランプ坂ギャラリー）
	 2011	 Specimen －標本－（ギャラリー檜 Plus ／京橋）
	 2013	 Specimen II －標本 II －（ギャラリー檜 Plus ／京橋）
	 2014	 標本－中津川－（ギャラリー彩園子／盛岡市）

【グループ展】	2013	 我孫子国際野外美術展（宮の森公園／布佐市）
	 2014	 アートアイランズTOKYO（椿公園／大島町）
	 2015	 DFWA（アルドゥド城ギャラリー／ルーマニア）
	 	 現在進行形野外展（原峰公園／多摩市）
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[ レンズ、障子、その他／ Lens, Shoji (Japanese wood and paper window) etc.]

中世の秘められた技法であるカメラ・オブスクラの技術を
応用した６種類のインスタレーションを制作。建物の周り
の外の景色を、複数のレンズだけで、障子などに「逆さに」
映しだします。人が突然現われたと思ったら、不意に消え、
思わぬ場所からまた現われ、複数になる。実際の風景が重
なり合い、新たな風景が生まれます。
複雑な歴史を持つ江戸時代の建物、新町亭。沢山の風景を
見つめていた窓。パストスケープは過去との対話を促すこ
とを目的としたものです。現在の風景が、古い技術で再構
築することにより、どこか現実感の乏しい不思議な風景へ
と変容します。時空間を横断するような世界を通じて、こ
の場所特有の記憶へ想いを巡らせ、過去や未来と対話して
みては如何でしょうか。

場所：新町亭

pastScape ／パストスケープ

【主な個展】
2013「水を包む」水のアートワーク＠水の神殿・音更町・北海道
2008「QUO VADIS DOMINE」ヨハニッタ教会・フェルドキルヒ・オーストリア
2004「Living Room - Water Room」Hotcakes Gallery・ミルウォーキー・USA
2004「CATTAIL CUBE」ミドルベリー大学・バーモント・USA
2002「AQUA-RAUM PROJECT」リンツ・オーストリア／ブレゲンツ・オーストリア
2001「HAMON」SKC・ベオグラード・ユーゴスラビア（元セルビア）
1999「SHIZUKU」WASSER TURM VIENNA 水の塔・ウイーン・オーストリア
1998「QUO VADIS – 浮遊する水紋と柔らかな氣層 –」P3・東長寺地下・新宿／他

小宮 伸二／ Shinji KOMIYA

040-0055 北海道函館市船見町 13-15	 shinji.komiya@gmail.com	 www.youtube.com/user/RAUMstudio
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2016	個展 始弘画廊（東京）　アートで田んぼ 2016（香川）　かがわ・山なみ芸術祭 2016（香川）
2015	アートでたんぼ（香川）　4th トラベリングマインド（インドネシア）　ZIKKEN展（香川）
	 アートアイランズTOKYO国際現代美術展（東京）
2014	個展 ギャラリー歳時季（東京）　個展 ぎゃらりー由芽（東京）　アートでたんぼ（香川）
	 「Pace（パーチェ）─ 平和」展（イタリア）
2013	個展 なびす画廊（東京）　トラベリングマインド（神奈川）　滝沢アートフィールド（盛岡）
	 アートアイランズTOKYO国際現代美術展（東京）
2012	波浮港国際現代美術展（東京）
1975	東京造形大学 絵画科 卒業

166-0001 東京都杉並区阿佐ヶ谷北 2-26-24	 jun-s@f6.dion.ne.jp	

□□□□□□ぽ□□□□□□□□□□□□□□

	 大島から新島へ
	 新島から何処へ
	 大島から新島へ
	 新島から何処へ

[ 不織布、アクリル塗料 ]

場所：新島 豚舎

ぽ（大島から新島へ）／ PO (from Oshima to Niijima)

佐藤 淳／ Jun SATO
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柴辻 健吾／ Kengo SHIBATSUJI

277-0852 千葉県柏市旭町 6-5-8-102	 daikoukai2009@gmail.com	

1982	大阪府吹田市生まれ
2012	東京藝術大学 大学院 美術研究科 彫刻専攻 卒業

2016	第 4 回筑波国際野外現代芸術展　柴辻姉弟展 part Ⅱ（十一月画廊 /東京）
	 画廊コンサート in 西方寺　彫刻×ホルン（西方寺 /東京）
	 堺アルテポルト黄金芸術祭（堺市 /大阪府）
2015	のせでんアートライン妙見の森 2015（西宮市 /兵庫県）
	 中国広州日本現代アート展 2015「胎動」（中国 /広州 /53 美術館 /広州 /中国）
2014	西宮船坂ビエンナーレ 2014（西宮市 船坂 /兵庫県）

[ 木材、布、土／ Wood, Cloth, Soil]

雨が降り、その水が山を削り川になる

山は削られて無くなっていくが、
雨の恵みによって新たな生命が育まれていく

その破壊と創造は地球の胎動である

It rains, the water scrapes away the 
mountain and becomes a river.

The mountain is scraped away and 
disappears, however; The grace of rain will 
bring new life to life.

Its destruction and creation is the fatal 
movement of the Earth.

てのひらの空／ The Sky of the Palm

場所：柏木さん宅地
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[ 布、糸、ビーズ／ Cloth, Thread, Beads]

心地よかった
海からの風が
そこで、私は思った
みんなで風のカーテンを作ろうと
同じ時間を過ごしながら
そして、願った
それがみんなの記憶に残ることを

I felt the wind from the sea to be 
very comfortable.
So, I thought of making a curtain 
catching the wind.
We were spending the same time 
together.
And I hope that it will be in our 
memories.

「チクチク　ぬいぬい」
	 もう一つの風
	 もう一つの時間
	 もう一つの記憶

“ChikuChiku NuiNui”
	 Another Wind
	 Another Time
	 Another Memory

神奈川生まれ
武蔵野美術大学卒

2015	小田原ビエンナーレ（小田原、神奈川）
	 「継続－ CONTINUE」（SPC GALLERY、東京）
2012	亜細亜現代美術 SMART展（光州、韓国）
2009	ART KAWASAKI（THINK敷地内、神奈川）
2007	丹沢アートフェスティバル（秦野、神奈川）

場所：昇降口

248-0033 神奈川県鎌倉市腰越 3-26-12-1	 tokitokiusagi@gmail.com	 mitsukosone.jimdo.com

曽根 光子／ Mitsuko SONE
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[ トレーシングペーパー、ガッシュ、油彩 ]

希望のネットワーク／ Ambient 201616

場所：新館 階段

362-0003 埼玉県上尾市菅谷 4-43	 painterh@jcom.home.ne.jp 	

重層的につながり、すべてが連鎖する世界を描いている。

1987 年より京二画廊、なびす画廊、Gアートギャラリー、ギャラリー宏地、埼玉県立近代美術館、
masuii R.D.R、Gallery Onetwentyeight、Gallery 青藍、ギャラリー香文木、いりや画廊等で個展。
2013	どこかでお会いしましたね（うらわ美術館、埼玉、’14、’15、’16）
2015	アートアイランズTOKYO・国際現代美術展 2015（旧甚の丸邸、東京）
2016	ドイツから戻ってきたTEGAMI ５年目展（鴨江アートセンター、静岡）
	 国土海洋環境国際美術大展（ソウル市立慶熙宮美術館、韓国）
	 かがわ・山なみ芸術祭（旧琴南中学校、香川）	 他。

高草木 裕子／ Hiroko TAKAKUSAKI

希望の波紋は広がり、結び合う。
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177-0035 東京都練馬区南田中 2-4-11	 tokiotakataka@msn.com	 www.y-takata.com

[ 消石灰、枝／ Slaked lime, Branches]

往来する人の少ない参道に、空の明るさが生い茂る木々の枝の間から風まかせの影の波紋を落とす。
水のながれる僅かに露出した地面と落ち葉が重なる狭間に枯れ枝のラインを這わせた。
犬の足跡の様に。

KUN KUN

お絵描き教室に 8歳から通っていた。絵を描く事が好きだった。物を組み立てるのは、壊すほどは得意
でない。このところ、15年ぐらいは「設置」が多い。できるだけ、私自身の居合わせた時間と空間をモチー
フにしにて身近な素材で表現したいと考えている。

2016 年 個展 2回（三鷹・荻窪）、グループ展４回（三鷹・福島・大島・釜山）、二人展（日本橋）

髙田 芳樹／ Yoshiki TAKATA

場所：薬師堂 参道
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252-0242 神奈川県相模原市中央区横山 5-7-2	 kana@tatekawa.com	 www.tatekawa.com

竪川 可奈／ Kana TATEKAWA

2 月の肌寒い晴天の日にふと波浮港を訪れた。民家もないただの小径。

その両脇には、誰も手入れをすることのない椿が群生している。

I visited Habuminato 
incidentally on a day 
of chilly fine weather 
in February. It’s just 
a ordinary pathway 
without any houses 
along with.

On both sides, camellias 
without anyone caring 
for them grow in 
colonies.

[ プチプチ、水／ Puchipuchi, Water]

場所：新館 2階トイレ

波浮港の小径／ The Pathway of Habuminato

欧米生活での経験をもとに、独自の価値観で感じることをコンセプト化し、光と影－時間の経過を意識
し、インスタレーションを展開。作品が置かれるその場（歴史や文化）、この場の中の作品、「場（歴史
や文化）」と「作品」を対峙させて、新たな空気感を検証している。

かがわ・山なみ芸術祭 2016、現在進行形野外展、滝沢アートフィールド、アートウォーキング国立、アー
トアイランズ TOKYO 国際現代美術展、他に参加。
ギャラリー彩園子、SPC GALLERY、ぎゃらりー由芽、Doizaki Gallery、他で展示。
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194-0211 東京都町田市相原町 1240-13-301	  shiro.usagiwo.oikakete@gmail.com	  https://creatorsbank.com/tsujimura

大島の等高線図と地質図をモチーフに、音楽室の形
状と混ぜ合わせた。

[ ビニール ]

1988 年生まれ
2014	東京造形大学卒業

2012	「Resonance －共鳴」アートラボはしもと（神奈川）
2013	「彫刻の五・七・五－かたちで詠む奥の細道」（沖縄）
	 「金沢彫刻祭」（石川）
2014	「To 美 continued」遊美工房（岡山）
2015	「Art is Long －めぐりあい－」絵の具箱（東京）

混 在／ Interminglement

場所：音楽室

辻村 ありさ／ Arisa TSUJIMURA
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場所：新館 階段下

人間の記憶は、現実と想像の間でどのように続いて
いくのか。
火山とあんこは、一貫して島を具現化した存在で
あった。
さらに一歩踏み込んで、これらが内在する象徴とし
てのイメージや文化生産における愛着や存在、創造
の意味などをテーマとした関係について探索する。

How is the memory of human extend between 
reality and imagination? 
The Volcano and Anko have always been the 
incarnate of Oshima island, but will further 
explore the intrinsic relationship with symbolic 
and culture production to themes such as the 
meaning of affection, existence, and creation.

[Video, Concrete, Volcanic, Imprint, Wooden structures]

あんこ島／ Anko Island

場所：旧甚の丸邸 土間

No.171, Zhongqin St., West Dist., Taichung City 403, Taiwan	tingchenwen@gmail.com	tingchaongwen.weebly.com

丁 昶文／ティン チャオン - ウェン／ Chaong-Wen TING [ 台湾／ TAIWAN]

Born in 1979, living and working in Taichung, Taiwan. Ting Chaong-Wen is interested in the 
composition of memory. His works always present the measurement of local histories and cultural 
links. Ting is an installation artist and a visual designer. His artworks are often inspired by his 
own experiences and often include ready–made objects, which through the context of a particular 
exhibition, become part of a particular historical narrative. Thus artist deconstructs, interprets, and 
reinterprets our shared history in surprising and innovate ways. He examines dominant values, 
historical conflicts such as colonialism, migration, and cultural collective memory and their cross-
border existence.
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自然物でも人工物でも「記憶」を持っている。
私はそれらの物を金や樹脂等で閉じ込めることによって、その物の深層と表層
の境界を作り出し、物質と精神の対話を試みています。

There are various 
kinds of “memories” 
exist in natural objects 
and artifacts.
By sealing physical 
objects with gold or 
resin, I create a border 
between the surface 
layer and the depth 
within object.

[ 島のもの（記憶）、島民のもの（記憶）、純金箔／ Things of the island and people (memory), Pure gold leaf]

After Image

167-0053 杉並区西荻窪南 2-10-9-101	 daisuke.toshima@gmail.com	 daisuketoshima.wixsite.com/dtcm

2015	「path」OGU MAG、東尾久、東京
	 「中之条ビエンナーレ 2015」伊参スタジオ、中之条町、群馬
	 「NOWHERE2015」山梨県立美術館、甲府市、山梨
	 「対岸の花、線路、坂道、小さな家、石ころの山」ギャラリーハライソ、西荻窪、東京
2014	「slow ballad」OGU MAG、東尾久、東京
	 「記憶について」Gallery KINGYO、千駄木、東京
	 「清里現代彫刻展 2014」K*MoPA、北杜市、山梨
	 「Reflection Eternal」福光園寺、笛吹市、山梨
2013	「中之条ビエンナーレ 2013」旧廣盛酒造、中之条町、群馬

場所：旧甚の丸邸 和室

戸島 大輔／ Daisuke TOSHIMA
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252-0114 神奈川県相模原市緑区葉山島 182	 km.nakatani@h4.dion.ne.jp	

[ 布、ワイヤー ]

in・out「森」1・2

表皮の下（内側）に何かが蠢いて、上（外側）に伝わっている。

表皮（布）の内と外（上部・下部）に形
が創られる。
その様は、多くの物事に似ている。
そこに表裏一体の物語が作られる。

1989	 ギャラリーK（東京）、’90 ’91 ’92
1988	 ギャラリー藍（東京）、2000 ’01 ’09	
2008	「生きてる美術」神奈川県民ホール（横浜）
2013	 アトリエK（横浜）、’16	
2014	「アート@つちざわ（土澤）」街かど美術館（岩手県）
	 「１＋６ in ＨＣＭ C」fine arts musemum ホーチミン（ベトナム）
2016	「追分ビエンナーレ」軽井沢（長野）

場所：薬師堂 森

中谷 欣也／ Kinya NAKATANI

[ 布、スチール管、学校の痕跡 ]

in・out

場所：2年教室
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299-4106 千葉県茂原市粟生野 3410-33	 morueran@hotmail.com	

2010	 BankART 1929 ／横浜、⽊津川アート／京都、東京バビロン／東京
2011	 コヅカアートフェスティバル／千葉、木津川アート／京都、中之条ビエンナーレ／群馬
2012	 53 美術館／広州中国、わたらせアートプロジェクト／栃⽊、安房ビエンナーレ／千葉、
	 ⻄宮船坂ビエンナーレ／兵庫、⽊津川アート／京都
2013	 我孫⼦国際野外美術展／千葉、中之条ビエンナーレ／群馬
2014	 ⽊津川アート／京都、⻄宮船坂ビエンナーレ／兵庫、紀ノ国トレイナート／和歌山
2015	 53美術館／中国、アートアイランズTOKYO／伊⾖大島、つくばアーティストインレジデンス／茨城
2016	 堺アルテポルト⻩⾦芸術祭／大阪、アートアイランズTOKYO／伊⾖大島、木津川アート／京都、
	 Fringe Underground ／⾹港

遡及空間／ The Retroactive Space
[ 木材／ Lumber]

場所：新島 釜ヤカタ

木材を使って縦横無尽に構造物を構想。新たなる関
係や繋がりを再構築する。

Using lumber, I spontaneously created a 
structural object. Through interconnecting 
my work and its surroundings, my aim is to 
reconstruct new relationships and connections.

中村 岳／ Takeshi NAKAMURA

場所：旧甚の丸邸 2 階
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伊豆大島には赤穂浪士の遺児 4名が流罪になってい
る。私の先祖（塩作りをしていたらしい）は赤穂藩
取り潰し騒動の際、姫路の地を離れ、香川県に住み
着いたらしい。有名な赤穂浪士討ち入りの影で、名
もない人たちがすごく運命を動かされてしまった。
たぶん私は、今も、何かによって影響を受ける状況
の渦中にいる。

場所：6年教室

[ 布地にペイント（混合技法）、映像、音響 ]

Maybe

762-0046 香川県坂出市富士見町 1-10-34	 daisoka561@yahoo.co.jp	

古川 守一／ Morikazu FURUKAWA

1979 ～ 2016 年	 個展　檪画廊・Art Studio Dungeon/ 東京　海岸通ギャラリー・CASO/ 大阪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（断続的に開催）
2007 ～ 2015 年	 ZIKKEN展 /香川・東京
2013 ～ 2014 年	 はならあと /奈良
2013・2016 年	 かがわ・山なみ芸術祭 /香川
2014 ～ 2016 年	 アートでたんぼ /香川
2015・2016 年	 ART ISLANDS TOKYO/ 東京
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9 rue du Poirier, 13002 Marseille, FRANCE	 denisbrun@hotmail.com	 www.denisbrun.com

[Solo Shows]
2015	  Sick of it all 2, Galerie Cultural Speech, Amsterdam
2014	  Néo Paradise, Giacobetti Paul Gallery, Brooklyn, New York

[Group Shows]
2017/2016 	 ZOO MACHINE – [mac] Musée d’Art Contemporain de Marseille

ブラン デニス／ Denis BRUN [ フランス／ FRANCE]

I made this global installation with different little 
stories transformed in sculpture.
I use objects from everyday life to recreate 
abstract stories stolen from reality.
It’s a kind of abstract poetry made with real 
things and imagination and memories from my 
youth.
Toshiro Bishoko is my nick name for music, 

writing and 
sometimes 
art.

[ ミックスメディア／ Mixed medias]

トシロ・ビショッコの 5 つの大島アドベンチャー／ The 5 Oshima’s Adventures of TOSHIRO BISHOKO

場所：図書室
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大島という土地に立ち、存在のあり様と循環する生
と死について考えた。

森に横たわる樹齢 100 年を超えるだろう椿の倒木、
木々に青々と茂る無数の葉。
その存在と自分との間に制作というプロセスを置く
ことで、そこから見える存在のあり様や理を彫刻作
品として現した。

I have happened to encounter fallen trees which I 
presumed to be over 100 years of age and, on the 
other hand, many live trees with countless leaves 
when I visited the island called “Oshima.”  Since 
then, I have been thinking about the existence 
and the reincarnation of various lives. 
In recent years, I am focusing to represent these 
aspects to be stand for reason in my art works.

現在は「生きるとは何か？」、「存在とは何か？」を基点に制作している。彫刻の制作を通して、そこに
内在する不可視の世界やそこに在るもの、その外にある世界との関係性を現していきたいと考えている。
1982	 埼玉県生まれ 千葉県在住
2007	 沖縄県立芸術大学美術工芸学部美術学科彫刻専攻卒業
2009	 東京藝術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了
現在	 国画会彫刻部会員／日本美術家連盟会員／東京藝術大学彫刻科非常勤講師
主な展覧会：都美セレクション新鋭美術家 2014（2014/ 東京都美術館）、本郷芳哉彫刻展「存在のカタ
チ それを創るモノ」（2015/ いりや画廊）、第 19 回岡本太郎現代芸術賞展（2016/ 川崎市岡本太郎美術館）、
本郷芳哉彫刻展 -The depth of boundary-（2016/ 東京芸術センター）など

場所：1年教室

[ 椿の倒木、アルミニウム／ A fallen tree of camellia, Aluminum]

存在の痕跡／ Trace of the Existence

278-0055 千葉県野田市岩名 669-4	 yshyhng@yahoo.co.jp	

本郷 芳哉／ Yoshiya HONGO

[ 炭（椿の葉）／ Charcoals（Leaves of camellia)]

Remove from the Cycle of Life
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2013/16  10 Echoes Between Conscience 反響する精神（香川）、かがわ・山なみ芸術祭（香川）
2012/13/15/16  アートアイランズTOKYO・波浮港国際現代美術展（東京）
2008 〜 16  アートでたんぼ（香川）
2015	 Traveling Minds 4th（インドネシア）
2014	「袖ふれあうも堀尾貞治」展（東京）、「Pace（パーチェ）－ 平和」展（イタリア）
	 Four traveling minds 漂う空気（東京）
2012	 アートトレッキング IN高松天満屋（香川）
2011	 8th WAD シンポジウム “Exchange”（沖縄）
2009	 6th WAD シンポジウム “Art Under The Volcano”（インドネシア）

日常を掘り返して無尽蔵のマテリアルを発見しています。

I am discovering the unlimited materials by digging up the day-to-day.

[ 新聞紙、ペンキ／ News papers, Paint]

夏に浸る／ Dipping in Summer

場所：旧甚の丸邸 和室　

765-0021 香川県善通寺市下吉田町 91-1	 jaz@kde.biglobe.ne.jp	

南 優／ Yu MINAMI
場所：4年教室

[ トイレットペーパー、
  ガラクタ／
  Toilet papers, Junk]

記憶の匂い／
Scent in Memory
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約 1,800 個に及ぶボールは、全国のお母さんたちが送って
くれました。
子どもが成長し、遊ばれることのなくなった不要なボール
は、各家庭の押入れの中、日の目を見ずにいました。
それらにあなたの手で、ふたたび日の光を浴びさせてくだ
さい。

[ ボール、リボン、フラフープ、カッティングシート ]

遊ばれるためにそれらは在った／ Hold the Ball Up, and Give it Life Again

多摩美術大学大学院 美術研究科修了
ジャーナニヤルアート企画 代表

2016	「こおりやまアーティスト・イン・レジデンス」参加／安積歴史博物館（福島）
2015	「南木曽アーティスト・イン・レジデンス／NAIR」参加／旧妻籠小学校（長野）
2010	「Emotional Coffee」（個展）／クラインブルー（東京・神保町）
2009	「えっぽい」（3人展）／トキ アート スペース（東京・青山）
2008	埼玉県こども動物自然公園 中央ステージ壁画制作及びメインロゴマーク作成（埼玉）
	 「縄文ピュア」／飛ノ台史跡博物館（千葉）プロジェクト参加、etc.

場所：保健室 前庭

 	 journaniyal@gmail.com	 journaniyal.weebly.com

宮内 理／ Aya MIYAUCHI

I collected about 1,800 balls from many different Japanese 
mothers. Those balls were unused anymore in their homes. 
Please use your hand to put those balls to my artwork. This will 
give them life again.
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[ 石、アクリルカラー／ Stone, Acrylic color]

Colored Item 18

場所：椿サミット公園

1966 Born in Hannover, Germany - 1991-97 Academy of Fine Arts, Munich – 2015 DMZ Pilgrimage 
International Art Festival, Korea – 2014 Ars & Vita, Munich, Germany - 2013 Kobe Biennale 
2013, Japan – 2012 Lio Gallery, Paju-si, South Korea – 2011 University Galleries, Illinois State 
University, USA – 2010 Comparaisons 2010, Grand Palais, Paris, France – 2009 Konrin Gallery, 
Tokyo, Japan – 2008 Silpakorn University Nakon Pathom, Thailand – 2007 Art Karlsruhe, 
Germany – 2006 Renate Bender Gallery, Munich, Germany - Art International Zurich, Switzerland 
– 2005 Kwanhoon Gallery, Seoul, South Korea – 2003 Jaroslav Pecka Gallery, Prague, Czech 
Republik - Ewald Schrade Gallery, Ehingen, Germany - Art Cologne, Germany – 2002 Neues 
Kunsthaus Ahrenshoop, Germany – 2001 Walter Storms Gallery, Munich, Germany

ヨナス ウベ／ Uwe JONAS [ ドイツ／ GERMANY]

Art is Science concerning form, time and 
substance.

[ インスタレーション：木材と絵の具／
  Installation: Wood and color]

Colored Item 20

[ 壁画：アクリルカラー／ Wall painting: Acrylic color]

Colored Item 22

Wilbrechtstreet 53c, Munich, Bavaria, GERMANY 81477	 uwejonas@freenet.de	 www.uwejonas.de

場所：パソコンルーム
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今回展示場になった大正時代の蔵には考古学の香りを感じる。今回は 2010 年代の東京の若い人々の文化が 1000 年後に発見さ
れたという設定である。つまり蔵は古いお墓の見立て。
今の原宿のファッションは 1000 年後は文化財になるのです（多分）。

場所：新島 蔵

[ 写真、LED、ビニール（黒）]

平成考古学 2016 ／ The Archaeology of Japan Modern Culture 2016

李 容旭／ Yong-uk LEE [ 韓国／ KOREA]

165-8678 東京都中野区本町 2-9-5 東京工芸大学芸術学部映像学科	 lee@img.t-kougei.ac.jp

場所：放送室

歌「お山の駱駝のために」再生プロジェクト NO3-2016 ／
The Song “The Camel of Mountain” Revival Project 2016 Japan 
Modern Culture 2016

[ 映像 11 分７秒、サイズ可変／ Moving image, 11 mins. 7 secs.]

平成 23 年から続いている歌「お山の駱駝」再生プロジェクトの 2016
年の報告及び呼びかけ。2014 年の作品制作のコメントから。
「駱駝を通して大島の文化や人、自然を考える入り口として、そして
島の人には懐かし故郷の痕跡を辿る記憶の扉として機能するように感
じた」今年はより広く深くの一歩を踏み出すことになった。

資料の取集と証言を集めていきます。戦前から戦後間もない頃の駱駝
のことをお知りの方、写真や記録などをお持ちの方は是非ご連絡くだ
さい。　　　　　　　 　  khf10001@nifty.com　tel：090-4717-2315

映像作家、美術家／ Visual Artist, Educator
[GROUP]	2014	「お山の駱駝のために No.2-2014」再生プロジェクト、大島／東京
	 2016	かわさきでアート、川崎　’14 ’15
	 	 ART Meeting、いわき／福島　’14 ’15
[SOLO]	 2012	ギャラリー十月 • 新宿／ Gallery Zyugatu, Sinzyuku
	 	 マンゴへの道／The Road of Mango　ギャラリー清水、横浜／
	 	 Gallery Shimizu, Yokohama、御宿の Blue and Green、
	 	 ギャラリー DECCO、御宿／Gallery Decco, Onjuku 
	 2015	HAPPY Project　ギャラリー檜、東京
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本年も新島での作品発表が継続できたことに村の協力とボランティアの方々への感謝を
申し上げます。新島の作品設置場所は本年もキンデー宅敷地内の豚小屋、カマヤカタ、蔵
でした。そのほかに、住民センターが世界の子供たちの絵画展とワークショップの会場で
した。豚小屋については作品展示場所になる以前は長年の未使用で草に覆われてその存在
を確認できないほどでしたが、前田孫一さんと小久保正雄さんが毎年草を剥いでくださっ
たおかげでだんだんとその姿が遠目からも明らかになってきました。新島の歴史を語る上
で現存する重要な遺産です。島内には他にも新島ならではの建造物が目に留まります。歴
史と風土が残る場で私たちの作品を設置することで過去との融合の場が広がること、そし
て「新島らしさ」の保存を年々強く感じています。

I was happy to visit Niijima this year again. I would like to thank local 
voluntary people and the village for their invaluable cooperation. This year’s 
venues included, as before, the pigpens and iron pot mansion in Kindie’s 
House, and the warehouse. In addition, the Niijima Community Center 
became the venue for workshops and an art exhibition of children’s paintings 
from world-wide. Talking about the pigpens, it was so completely covered 
with grasses before we started to use that it was hardly detectable, as it 
had remained out of use for long. However, Magoichi Maeda-san and Masao 
Kokubo-san kindly started to look after them and pull off grasses every year 
and now those pens can be seen even from a distance. Those pens must be a 
very valuable historical heritage. There are many other buildings which are 
very special in Niijima. Every year I increasingly strongly feel that, through 
displaying in such a place where history and local customs are well preserved, 
our art works would expand the opportunity to fuse the contemporary with 
the past, and also that something very much like Niijima should be preserved.

新島会場の報告／ The Report of Niijima Venue

撮ろうよ Niijima 日光写真！
                Workshop by Mariko HONDA 

キュレーター 本多 真理子
Mariko HONDA

Curator

[ 個展 ]
1991 年よりルナミ画廊、秋山画廊、
エル・ポエタ、TOKI Art Space、
GALERIE SOL、RAMP Gallery、
Weissraum、ぎゃらりー由芽、ギャ
ラリー健

[ グループ展、野外展、アートシン
ポジウム、ほか ]
1989 年より日本、リトアニア、韓国、
オーストリア、ルーマニア、ドイツ、
タイ

[ パビリックコレクション ]
北原脳神経外科脳ドックセンター施
設：エントランス壁画レリーフ
新明電機社屋：創業者家族像、二代
目家族像

新島ではあっちを見てもこっちを見ても自然と視界に入ってく
る抗火石。それは建物や塀であったりモヤイ像であったり彫刻
であったりおみやげ物だったり。島では当たり前な抗火石の風
景を写す、しかも虫眼鏡レンズを通した世界は左右が反転す
る。記録されるのは青焼き ( 青写真感光紙に画像を焼き付ける
方法 )。ブルーの濃淡で記録される。

実際見えた風景の記憶から反転された風景に起こる少しの違和
感を新島で配布されているMAPに放り込んでみた。

SEP. 10th, SAT. 〜
11th, SUN.

10:30 〜 16:00

新島村住民センター 1階

手作りの日光写真機で撮影。
風景が円形に切り取られる。
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今年初めて、「新町亭」と「薬師堂の森」が会場になった。この 2カ所の会場は、美術展
の意義を考える場所でもあった。「新町亭」は、ホテルの敷地内にあり宴会場などに使われ
ていた江戸時代からの古い建物である。数年前の土石流災害に周囲が流された中で幸運に
も残った建物である。「薬師堂の森」は、島の風土で根付いた正月行事があり、定期的に人々
が訪れた場所であった。今、新町亭は雨漏りなどがあり建物も傷んできている、薬師堂へ
の参道から人々の足跡は消えつつある。

これらは、島の自然の脅威や人々の生活の変化を象徴する場に思える。その中で展示す
ることは、島の人と文化に直接現代美術が関わることである。今回、美術作品を見ること
で訪れた人が、その場と歴史を次の世代に繋ぐことになれば、展覧会の意義の一つは見え
てくる。そのためには、作品そのものに、この場が背負ってきた多くのものと対峙できる
力が必要なのは言うまでもない。

It was the first time that we have used Shinmachi-Tei and Yakushido-no-
Mori wood (the forest of Yakushi shrine) for our exhibition venues. These 
two places are meaningful to consider the significance of our art exhibition. 
Shinmachi-Tei is an old building built in the Edo era, and had been used as a 
party spot etc. as it was located in the premise of a hotel. The building luckily 
survived an avalanche of earth and rocks that struck the hotel to sweep away 
some years ago. Yakushido-no-Mori wood used to be a place which islanders 
periodically visited because a new-year event special in the local custom was 
taken place there. Today, Shinmachi-Tei looks more and more damaged due 
in part to leaks in the roof. Few and few people are visiting the Yakushido-no-
Mori wood to send up a new-year prayer. 

These two places seem to me symbolic for changes in the life style in the 
island and for the threat of nature. Displaying art works in such places 
means that the contemporary art should directly confront the local people and 
culture of the island. If visitors to this art exhibition can pass on these venues 
and history down to the next generation, then one of the significances of the 
exhibition could become able to be beheld for the first time. For this purpose, 
art works themselves must, of course, possess certain power to stand face to 
face with those things that these places have been bearing so far.

　　　2016 年の展覧会を象徴する場所
　　　Symbolic Places for the Art Exhibition in 2016

キュレーター 髙田 芳樹
Yoshiki TAKATA

Chairperson
and Curator

イベント & アクティビティ 2016 ／ Events & Activity 2016

　人は、作品を見るとき、作品と自分の間に一定の距離を置いていることで、その作品を評価することが多い。最近の、
リレーションアート・参加型アートは、その距離感を縮める或いは無くすことによる表現でもある。展示発表以外の、
各イベントは、鑑賞する側から作家との距離を縮める機会となる。

新島住民センター 1階
[8/19 〜 9/6]

世界の子どもたちの絵画展
元町のもてな島

[8/28]

幻灯会と作家プレゼンテーション

[8/22 〜 9/2]
作家の作業を公開
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「思想としての音楽」を「哲学的な演奏理念」で実践す
ることの追求。
バッハ 無伴奏チェロ組曲から、黛敏朗「文楽」、マラン
レイ「膀胱結石の手術の図」など、当時の現代音楽と今
の現代美術を結びつけた。

美術展参加作家とのコラボレーション
チェロ：村上 曜	 アーティスト：ウベ ヨナス
朗読：デニス ブラン	 紙芝居：柴辻 健吾
[8/29]

村上 曜「チェロと現代美術」
Played by Yoh MURAKAMI

アサギマダラは何処へ行った
Where did chestnut tiger butterfly go?
                  Performance by k.a.n.a and Kid Ailacks

タテハチョウ科マダラチョウ亜科の「アサギマダラ」は、2,000㎞の距
離を飛翔する。日本の国蝶の候補ともなったこのチョウは伊豆の島にも
やってきてまた去っていく。映像と音楽、語りと身体表現。ライブペイ
ンティングも含め、物語を形成する。

AUG. 31st, WED. 19:30 〜

旧波浮小学校体育館

出演：	k.a.n.a
	 早川 誠司
	 工藤 大輔
	 田部井 千晶
	 河野  咲子
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七島信用組合 波浮港出張所
[8/29 〜 9/14]

世界の子どもたちの絵画展
カラーリング：佐藤 淳
新島本村地区
展示場所：キンデー宅
[8/30 〜 9/6]

「作品が村内を走る！」

「洋服とアートを結合したコンセプトのある服」を作り
続けること。
「ミュージック・バンドでボーカルとダンス」を担当す
ること。作品は、この二つを糸ではなく、ソウーイング
マシーンの音と映像で縫製した「ボレロ」。スクリーン
の前で、自らタクトを振った。
[9/9]

大島町
[8/30]

町役場表敬訪問とチェロのミニ・コンサート

瑪瑙 ルンナ：ボレロ／ BOLERO
                  Performance by Lun*na MENOH [USA]

チクチクぬいぬい
Workshop by Mitsuko SONE

作家 曽根 光子とともに
昇降口
[9/4]
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「空間と生きている身体」を提示するための舞踏。椿サミット公園に
展示された二つの作品の中で踊った。夏の命のざわめきが、その瞬間
ピンと張り詰める。別の日のワークショップも、コンセプトは連なる。

椿サミット公園
[9/10]

旧波浮小学校　体育館
[9/11]細川 麻実子：身体の軌跡

Dance Performance by Mamiko HOSOKAWA

新島村商工会館
[9/6]

美術展・作家プレゼンテーション

ダンスをつくる
Workshop by 

Mamiko HOSAKAWA

作家が自の制作の歩みや制
作のねらいを語る会。

旧波浮小学校
[8/25 〜 9/14]

作家プレゼンテーション

拍手／ APPLAUSE
Performance by 

Kelly O’SHEA and Aimee 
MARTINE

from New Zealand
[9/9]
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映像ワークショップ制作作品展示・上映
場所：旧波浮小学校 男女更衣室

〜めざめる色と形〜 大島恵の園作品展
9 月 3 日 [ 土 ] 〜 9 月 18 日 [ 日 ]
場所：喫茶「太平洋」ほか
主催：社会福祉法人武蔵野会 大島恵の園

第 1 回「花がすき・大島が好き・写真展」
8 月 13 日 [ 土 ]、14 日 [ 日 ]　10:00 〜 21:30
場所：大島元町仲通り「旧甘晴堂」
主催：大島写真倶楽部

「大島で生まれた作品展」絵画他
9 月 3 日 [ 土 ] 〜 9 月 18 日 [ 日 ]　10:00 〜 18:00
場所：大島元町「藤井工房」
主催：藤井工房（大島農民美術資料館）

夏ゼミ（NATSUZEMI）2016
「岡田の古民家リノベーション」
8 月 30 日 [ 火 ] 〜 9 月 2 日 [ 金 ]
場所：岡田地区
主催：NATSUZEMI

地域の文化的行事
【大島】	波布比咩命神社祭礼 7 月 23 日 [ 土 ]、24 日 [ 日 ]
【新島】	大踊り 8 月 14 日 [ 日 ] 若郷、15 日 [ 月 ] 本村
	 為朝神社祭礼 9 月 13 日 [ 火 ]

コラテラル／ Collateral

今年もまた、同時期にいくつかのアートイベントがあった。

島ガール見学ツアーと日帰り見学ツアー
Tours by TOKAIKISEN

島ガール見学ツアー	[9/4]
日帰り見学ツアー	 [9/10]

東京工芸大学 芸術学部 
映像学科 先端映像研究室　
映像ワークショップ活動 2016
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[ 主催 ]
東京の島々を結ぶアート航路開発委員会

[ 共催 ]
アートアイランズTOKYO2016 実行委員会
NPO 波浮の港を愛する会

[ 後援 ]
大島町
新島村
東京都大島支庁
大島町教育委員会
新島村教育委員会
大島町商工会
新島村商工会
一般社団法人大島観光協会
新島観光協会
新島ガラス協会
七島信用組合
東京七島新聞社
波浮婦人会
在日フランス大使館 / アンスティチュ・
フランセ日本
ニュージーランド大使館
駐日韓国大使館韓国文化院
台北駐日経済文化代表処

[ 協賛法人・企業・団体 ]
㈱ 日本標準
東海汽船 ㈱
村上工業 ㈱
公益財団法人美育文化協会
東京造形大学校友会
東京工芸大学芸術学部映像学科映像情報研究室
JUN設計事務所
九段坂総合法律事務所
社会福祉法人武蔵野会大島恵の園
㈱ 大島牛乳
平野建設 ㈱ 
㈱ 加藤設備
おかんの味“まっちゃん”
NPOゲンキふじグループ
東京土建阿佐ヶ谷分会

[ 助成 ]
芸術文化振興基金
公益財団法人 朝日新聞文化財団

[ 協賛ギャラリー（地域名）]
金子勇博古館（波浮）
大島農民美術資料館（元町）
四谷三丁目ランプ坂ギャラリー（四谷）
ぎゃらりー由芽（三鷹）
ATELIER・K（横浜）
K’s Gallery（銀座）
GALLERY 枝香庵（銀座）
TOKI Art Space（青山）
SPC GALLERY（日本橋）
ギャラリー檜（京橋）
ギャラリー茶房 歳時季（荻窪）
ギャラリー ｆ分の１（神田）
ポラリス ジ・アートステージ（北鎌倉）
ギャラリー れがろ（荻窪）
ギャラリー 現（銀座）
アートスぺース月光醤油（福島）
GALLERY ８０１（千葉長生郡）
ギャラリーせいほう（銀座）
アートスタジオDungeon（板橋）
Galerie VERGER（相模原）
カフェ&ギャラリー香文木（鴻巣市）
始弘画廊（南青山）
㈱ 制作美術研究所（越谷市）
Gallery & Café DODO（府中）
GALLERY KINGYO（千駄木）
十一月画廊（銀座）
いりや画廊（入谷）
GALLERYエクリュの森（三島）
アートスペースWHITE HEAD（元町）
KID AILACK ART HALL（明大前）

[ スペシャル・サンクス ]
小久保 正雄	 前田 孫一
清水 聖佳	 ウーン カーク
秋澤 慎吾	 大沼 由美子
藤澤 千絵	 藤井 七篤嗣
白井 嘉則	 青木 健
佐藤 清	 「薬師堂」関係の皆様
峰尾 佳伸	 波浮小波会老人クラブ
ホテル椿園	 オアシスアイランドゲート
白木建設 ㈱	 ㈱ マルヰエナジー
もてな島	 ベーカリー・ペルル 
鈴木鉄工所	 しじま音楽室
白為土木 ㈱	 大島旅客自動車 ㈱
村松興業 ㈱	 旧甚ノ丸邸管理の方々
井波 未知子	 小野寺 優元
松永 康	 ㈲ 丸久製材建材
河野 博	 岡山 正弘
瀬田 宗一	 嶋田 幸子
吉川 泰全

[ ボランティア ]
今成 秀榮
尾形 房子
西浜 芙美
前沢 富子
金川 加代子
柏木 早苗
秋田 京子
中村 徳枝
宇山 尚子
櫻井 きみ子
藤巻 繁子
宇戸 ナヲミ
金川 文代
池谷 博子

白幡 幾代
菅原 史也
妹尾 直子
藤井 由美子
小川 淳子
武藤 隆一
武藤 美子
石渡 眞理子
石渡 土水香
佐藤 有
岡部 安曇
荒瀬 庸夫
Chiawen Lin
髙田 洋子

[ 個人協賛 ]
桐村 茜
伊藤 真澄
木戸 修
堀尾 貞治
田代 惠子
岡本 美知子
中 十七波
野見山 由美子
大沼 由美子
梅村 勝
猪鼻 貞子
かとう かずみ
藤井 孝次朗
内堀 昇一
飯塚 徳子
松田 陽子
髙田 直樹
和田 芳子
内山 五月
関根 あけみ
沼崎 憲滋
三木 祥子
岩出 まゆみ

井波 未知子
植松 正
野島 信子
鈴木 英之
小原 義也
上杉 昭子
橋本 憲治
金城 安正
髙田 てる子
山口 俊朗
石渡 眞理子
柳澤 剛
柳瀬 洋樹
秋廣 道郎
中山 登
藤井 七篤嗣
時得 孝良
阿部 比左志
岩瀬 千鶴子
植松 正光
アンジェラ小梅
髙田 洋子
その他匿名の方々
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編集後記／ Editor’s Note

報告集の発行：2016 年もまた年を越してしまった。人の所為ばかりには責任を押し付
けるわけではないが、30 人もいれば、個々さまざまな事情もあり、自分自身もその事情
の中で泳いでいる。本年度中に皆様に届くことを目標に、モニターと資料の間で編集後記
を入稿している。

2016 年の数：参加作家の平均年齢が下がった。新たな展示場所が増えた。レジデンス
や、プレゼンティーションのできる場所が増えた。音楽、身体表現などの表現者とのコラ
ボレーションが増えた。見学者数（メイン会場の来館者名簿に記載された数＋団体入場者
数＝ 769 名）が大幅に増えることはなかったが、地元の人とのつながりは多く深くなった。
そして、この展覧会を見るために島を訪れる人の割合（前出名簿で島外者は、261 名）が
多くなった。プレゼン・ワークショップ・新島や他の会場などを加算すれば、1500 名前
後の来場者ということになろう。

その他のこと

ゴジラ：大島にゴジラ像を立てるという話が展覧会の展示期間中に伝わってきた。（の
ちに、この企画はキャンセルされた。）このことは、「島の文化」を考える良い機会となった。

小笠原諸島：11 月末から小笠原父島に、視察に出かけた。大島・新島とは異なる背景
を持ち、島民からも伊豆七島とは違うということを聞かされた。それでも幾つかの歴史的
な事実は、東京の島々としての繋がりを示していた。

本委員会も島における現代美術展の可能性を図るため、2017 年中に、小笠原諸島で具
体的な展開を視野に入れることになった。

波浮の港で始まった現代美術展。今でも、波浮の展示は全体の 90%を数えている。い
つまでも美術展の母港としてしっとりとした佇まいを残して欲しい。

編集者一同

[ アートアイランズ TOKYO 事務局 ]
髙田 芳樹　本多 真理子　竪川 可奈　尾形 勝義　
小林 ナオコ　藤井 虎雄

[ 報告集 ]
発行日：2017 年 1 月 31 日
発行：東京の島々を結ぶアート航路開発委員会
発行所：177-0035　東京都練馬区南田中 2-4-11
編集・デザイン：Tatekawa and Associates
写真提供：佐藤 淳　髙田 芳樹　竪川 可奈　
　　　　　尾形 勝義
翻訳協力：村上 曜
表紙写真作品：髙田 芳樹「KUNKUN」
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